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わたしはそのことを 21 世紀に入っての 11 年間に勃った二つの事件に
よって思い知らされました。一つは 2001年 9月 11日、アメリカ合衆国で
の同時多発テロ、今ひとつは 2011年 3月 11日、東日本での大地震・大津



































鈍感な私たちは 10 年を経て 3・11を体験し、やっとそのことに気づき























できたきりです。能は 14 世紀から 15 世紀にかけて形成された日本の代表




















































年の 9・11 であり、それから 10 年後の 3・11 だった。そういういま問う
べき相手は、欲望に雁字搦めの生者ではなく、死者。死者に問うには饒舌
であってはならない。裡に深い沈黙を湛えた言葉を持って問わなければな
らない。死者の答えは沈黙をもってなされるだろう。豊かな知恵を隠し持
つ沈黙。その知恵を聞き取るヒントを、私は死者文芸である俳句に、能に
探したい。それが伝統を踏まえたいまの私の当面の決意であることを報告
して、今日の講演の結びといたします。 
ご清聴、感謝申します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
